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における独立運動（al-Ḥarakāt al-istiqlālīya fī al-Maghrib al-‘Arabī）』（1948年）、『自省（al-Naqd 
al-dhātī）』（1952年）、『マシュリクにおけるマグリブの講演（Ḥadīth al-Maghrib fī al-Mashriq）』（1956年）
モロッコ独立運動の歴史から見るナショナリズムの国際性：
イスティクラール党指導者アッラール・アル＝ファースィーの
「マグリブ」思想に着目して
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を取り上げ、これらの読解を通して彼の言葉に立ち現れるナショナルな意識を探る。その際に着目した
のが、この時期の著作に頻繁に登場する「マグリブ」、また「アラブ・マグリブ」という言葉である。「マ
グリブ」とはアラビア語で西方アラブ地域を指す言葉であり、ファースィーは著作中で特にモロッコ、
アルジェリア、チュニジアの三国を表す言葉として多用している。カイロ滞在中の活動の中で、マグリ
ブという地域、またモロッコについて、その存在感や役割、特徴、歴史や文化についてどのような認識
をしていたのだろうか。
　第１章では先行研究の整理を行った。その際、ナショナリズム研究一般と、モロッコのナショナリズ
ムをめぐる諸研究に分けて整理した。ナショナリズム研究では、理論研究史を概観したのち、ナショナ
リズムの国際的なあり方に視野を広げる必要性を、『想像の共同体』以降の B・アンダーソンの研究を
参考にまとめた。一方、モロッコのナショナリズムをめぐる諸研究については、欧米出身歴史学者とモ
ロッコ出身歴史学者のナショナリズムの起源をめぐる古典的論争と、それらの歴史学者がナショナリズ
ム運動を単線的な勝利の歴史の物語として描いてきたことに批判的な近年の政治学の潮流、そして最近
はモロッコ人のナショナリズム運動の国際的なネットワークに着目した研究が登場していることを概観
した。また、視点はやや異なるが、脱植民地化をめぐる国際政治の研究でもモロッコの事例が注目され
ていることや、1960年代から現在までのモロッコの政治・社会状況の変化を反映した研究の多様化の傾
向があることについても紹介し、全体としてはモロッコのナショナリズムが多方向から再考されている
ことを確認した。これらの潮流を踏まえて本論文は、ナショナリストの勝者・英雄像の固定化を危惧す
るとともに、ネットワーク研究では看過されがちな、ナショナリスト個々人の主観的・主体的な思考を、
国際的文脈の中で見直す必要性を指摘した。
　第２章においては、時代背景をモロッコ保護領化の経緯から振り返り、保護領期モロッコの政治的状
況をパリやカイロにおけるモロッコ人運動家の活動も交えながら描いた。それとともに、ファースィー
の経歴について、フェズで伝統的教育を受け、1930年代からは政党を結成しフランスの保護領政策に対
する抗議運動を率いるなど政治活動を本格化させ、９年間国外に流刑されたことや、1940年代からは独
立を掲げるイスティクラール党の指導者の一人となり、1947年からはカイロを拠点に世界各地を回って
モロッコ独立問題を宣伝していたことを含めて概観した。また、イスラーム改革主義思想家、モロッコ
政治家としてのファースィーのこれまでの研究上の位置づけを若干の研究から確認し、本論文は、国外
における活動と思想形成に注目するという意味で、従来のファースィー像の見直しというレベルでの貢
献もあることを補足した。
　第３章においては、「マグリブ」という地域概念に着目しながらファースィーの著作物の読解を行った。
その結果、次のことが明らかになった。
　まず、『アラブ・マグリブにおける独立運動』（1948）からは、マグリブ人の自由への愛、防衛の精神
という特徴、侵略者を取り込み築き上げられたマグリブの一体性、マグリブ人はローマ、ラテンの文明
ではなく、アラブ、イスラームの文明を選び、文明に貢献してきたことを特にマグリブの特徴として見
出していることが分かった。また、ファースィーはそのような過去の解釈を引き合いに出し、マグリブ
諸国はアラブ連盟への加入を認められるべきであるという主張を繰り返していることも明らかになった。
しかし、そのような主張の中に、過去においても現在においてもマグリブは独自性を保ちつつもアラブ
における居場所を探しているという、周縁性の葛藤を表現していた。一方、モロッコについては、アル
ジェリアとチュニジアと区別し、特別にアラブ世界との文化的・政治的紐帯を強調するなど、マグリブ
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の代表格とするような捉え方も垣間見えた。
　次に、『自省』（1952）第二章からは、ファースィーの考える「ワタン」概念とは、「土地」と「精神
性のモデル」の一致の上に成り立つ概念であることが分かり、その「ワタン」の理想をマグリブは体現
してきたと主張していることが分かった。また、マグリブの中でもモロッコは、大西洋に由来する精神
的深さを有するゆえに、特別であり、マグリブの中でも独立を保ってきたという独特な考え方が判明し
た。
　最後に、『マシュリクにおけるマグリブの講演』（1956）に収められたダマスカスの講演では、マグリ
ブはそもそもアラブであり東の一部であるという旨の発言が繰り返され、マグリブをマシュリク寄りに
見せる語り口が特徴的であることが分かった。
　結論においては、以上の結果をまとめるとともに、ファースィーの言葉から見える「ナショナルな」
意識について考察を加えた。ファースィーはイスティクラール党の代表、またモロッコの代弁者であり
ながら、マグリブ地域全体を雄弁に語るマグリブの代弁者でもあった。モロッコについて単独で認識す
るのではなく、マグリブという地域概念を挟むことによって、アラブ世界におけるモロッコの存在意義
と同時に、マグリブの中でのモロッコの特殊性を際立たせていたと考えられる。
　このようにして本論文は、これまで一国内の歴史的事情から顧みられることの多かったモロッコ人の
ナショナルな意識が、実際には他国・他地域の複層的な関係の中でも形成されていたことを、ファー
スィーの「マグリブ」に関する思想を通して、断片的にではあれ、明らかにすることができた。また、
本論文を通して、ナショナリズムの国際性を考える際、単純に「一国のナショナリズム」と「漠然とし
た国際的世界」の関わりを想定するのではなくて、一国に重なり合う地域、さらにその地域に包括され
るサブ地域の果たす役割を重視する必要性が浮かび上がってきた。ただ、ファースィー一人の資料の部
分的読解から言えることには限界がある。本論文の最後には、今後の研究課題として、モロッコ人ナショ
ナリストたちの欧米諸語を含む多言語での言論活動や、様々な相手に対する発信戦略におけるナショナ
リズムの主張の解明があることを述べた。加えて、モロッコの国際的なナショナリズムのあり方に関す
る研究は、地域的周縁部に位置する国のナショナリズム思想・運動がどのように国際秩序に対峙したの
かを理解する上での事例としても今後の研究意義が大きいことを提案した。
